
農林中金総合研究所は，農林漁業・環境

問題などの中長期的な研究，農林漁業・

協同組合の実践的研究，そして国内有数

の機関投資家である農林中央金庫や系

統組織および取引先への経済金融情報

の提供など，幅広い調査研究活動を通じ

情報センターとしてグループの事業を

サポートしています。

関係性の喪失

「ストラクチャードファイナンス」の世界では，多様なリスクを有する複数の金融資産

が統合され，それが様々な形に切り分けられることにより，個々の資産が有していた個別

具体的な特殊性が捨象され，均質で，統計的に把握可能なリスク・リターンを有する，あ

る種無機的な金融資産への転換が行われる。こうした過程を経ることにより，従来，投資

家が直接関与し，判断することが難しかったハイリスク分野への投資に対しても，一定の

資金のパイプが形成され，そのことが近年における経済の様々な分野の活性化に寄与して

きた役割は決して過小評価されるものではない。単純化，均質化は，マーケットメカニズ

ムを円滑に機能させるうえで極めて大きな役割を果たすものである。

しかし，こうした，いわば「関係性の喪失」とも言える単純化が有している負の側面も，

決して忘れてはならない。近年の労働市場においては，それぞれが個性を持った「人間」

としてではなく，派遣「労働力」といった形に単純化されることにより，流動化が加速さ

れた。一方において，そのことが景気後退局面での労働市場の深刻さの大きな要因となっ

ていることは言うまでもない。流動化された市場は，拡大期における流れを円滑化するも

のであるが，同時に，その流れが逆流するときの影響を深刻化するものでもある。

さらに，より大きな問題と思えるのは，経済面における「関係性の喪失」と同時に，

我々の様々な社会的領域における関係性の喪失が進行し，そのことが社会全体の不安感を

増幅しているように思われる点である。かつての大家族，村落共同体が有していた様々な

相互扶助的機能は，核家族化の進展，地域社会の衰退とともに崩壊しつつあり，日本企業

が有していた「共同体的特質」も急速に失われつつある。こうした社会的な関係性の喪失

によって孤立化しつつある個人は，経済環境の悪化に対する不安をより深刻なものとして

受け取らざるを得ない。市場経済化の進行と，社会的な関係性の希薄化を同列に論じるこ

とについては様々な議論もあろうが，経済効率性の追求と個人の自由の徹底は，表裏一体

の価値観として，ともに経済・社会における関係性の希薄化をうながしているように思え

る。

近年の深刻な景気後退，社会不安の増大の中で，こうした経済・社会の在り方について

の疑問も呈され，それを見直そうとする動きも生じている。しかし，いわば，社会的な

「エントロピー増大の法則」(熱，物質の世界において拡散が進行し続けること)とも言えるこ

うした流れを逆行させるためには，多くのエネルギーを必要としよう。経済システムの過

度の自由化についても，それがグローバル経済下において「国際競争力の確保」という錦

の御旗のもとに国際的に伝播したことを思うと，単に一国だけの取組みでは不十分であり，

世界的な枠組みとして検討される必要があるように思われる。

さらに，より複雑な要素，価値観の変化を背景とする社会的な関係性の希薄化について

は，単純にねじを巻き戻すような試みは，まず困難であろう。失われた共同体を復活させ

るといった復古的な試みではなく，新たな参入者を受け入れ，新たな価値観に基づいた共

同体を形成していく市民の努力と，国家によるその支援が，日本経済・社会の安定的・持

続的発展にとって極めて重要ではないかと思われる。

（（株）農林中金総合研究所 取締役基礎研究部長　原　弘平・はらこうへい）

今 月 の 窓

99年4月以降の『農林金融』『金融市場』

などの調査研究論文や，『農林漁業金融統計』

の最新の統計データがこのホームページから

ご覧になれます。

また，メールマガジンにご登録いただいた

方には，最新のレポート掲載の都度，その内

容を電子メールでお知らせするサービスを行

っておりますので，是非ご活用ください。

農中総研のホームページ http://www.nochuri.co.jp のご案内

＊2009年２月のHPから一部を掲載しております。「最新情報のご案内」や「ご意見コーナー」もご利用ください。

【農林漁業・環境問題】

・みかん農業の現状

・最近の農業制度資金の動向と注目点

・CO2排出量取引制度をめぐる内外の動向

・女性の力を結集し日々の工夫・

商品開発力に強みを発揮

――富山県立山町の「食彩工房たてやま」――

・現地に見る大規模稲作経営

【協同組合】

・イタリアの農協

・将来の酪農の担い手たち

――JA計根別青年部（北海道）――

・農協生産部会における環境適応の原動力

――JAふくおか八女 八女電照菊部会――

【組合金融】

・2009年度の組合金融の展望

【国内経済金融】

・高齢化の進行と金融機関

・地域金融機関における住宅ローン推進の現状と課題

・地域金融機関の年金に関するサービス

――東奥信金の年金振込予約サービスと文化事業――

・山陰合同銀行における障がい者雇用の取組み

――「ごうぎんチャレンジドまつえ」の活動を中心に――

・若者の労働―正規・非正規の格差問題

・新たな店舗戦略

――バリアフリー化を中心に――

【海外経済金融】

・グローバル金融危機と金融監督

――危機克服後の新たな枠組みの方向を探る――

本誌に掲載の論文，資料，データ等の無断転載を禁止いたします。
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